
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価

4 振り返りの充実・・・90％以上 4 毎日「できた・分かった」と思えた・・・90％以上

3 振り返りの充実・・・80～90％ 3 毎日「できた・分かった」と思えた・・・80～90％

2 振り返りの充実・・・70～80％ 2 毎日「できた・分かった」と思えた・・・70～80％

1 振り返りの充実・・・70％未満 1 毎日「できた・分かった」と思えた・・・70％未満

4 ICTを活用し、個に応じた指導ができた・・・90％以上 4 授業が分かりやすい・・・90％以上
3 ICTを活用し、個に応じた指導ができた・・・80～90％ 3 授業が分かりやすい・・・80～90％
2 ICTを活用し、個に応じた指導ができた・・・70～80％ 2 授業が分かりやすい・・・70～80％
1 ICTを活用し、個に応じた指導ができた・・・70％未満 1 授業が分かりやすい・・・70％未満
4 伝え合う場を日常的に設定した・・・90％以上 4 自分の考えを伝え合うことが好き・・・90％以上

3 伝え合う場を日常的に設定した・・・80～90％ 3 自分の考えを伝え合うことが好き・・・80～90％

2 伝え合う場を日常的に設定した・・・70～80％ 2 自分の考えを伝え合うことが好き・・・70～80％

1 伝え合う場を日常的に設定した・・・70％未満 1 自分の考えを伝え合うことが好き・・・70％未満

4 「あいさつ・返事」の指導に取り組んだ・・・90％以上 4 「あいさつ・返事」ができる・・・90％以上

3 「あいさつ・返事」の指導に取り組んだ・・・80～90％ 3 「あいさつ・返事」ができる・・・80～90％

2 「あいさつ・返事」の指導に取り組んだ・・・70～80％ 2 「あいさつ・返事」ができる・・・70～80％

1 「あいさつ・返事」の指導に取り組んだ・・・70％未満 1 「あいさつ・返事」ができる・・・70％未満

4 他者理解・自己理解を深める活動に取り組んだ・・・90％以上 4 自分も相手も大切にできる・・・90％以上

3 他者理解・自己理解を深める活動に取り組んだ・・・80～90％ 3 自分も相手も大切にできる・・・80～90％

2 他者理解・自己理解を深める活動に取り組んだ・・・70～80％ 2 自分も相手も大切にできる・・・70～80％

1 他者理解・自己理解を深める活動に取り組んだ・・・70％未満 1 自分も相手も大切にできる・・・70％未満

4 日常的に情報共有を行った・・・90％以上 4 社会通念上のいじめの発生件数・・・0件

3 日常的に情報共有を行った・・・80～90％ 3 社会通念上のいじめの発生件数・・・１～５件

2 日常的に情報共有を行った・・・70～80％ 2 社会通念上のいじめの発生件数・・・6～10件

1 日常的に情報共有を行った・・・70％未満 1 社会通念上のいじめの発生件数・・・11件以上

4 児童の課題に沿った運動に取り組ませた・・・90％以上 4 体力調査の数値が上がった・・・90％以上

3 児童の課題に沿った運動に取り組ませた・・・80～90％ 3 体力調査の数値が上がった・・・80～90％

2 児童の課題に沿った運動に取り組ませた・・・70～80％ 2 体力調査の数値が上がった・・・70～80％

1 児童の課題に沿った運動に取り組ませた・・・70％未満 1 体力調査の数値が上がった・・・70％未満

4 「元気アップガイドブック」を活用した・・・90％以上 4 規則正しい生活習慣を意識している・・・90％以上

3 「元気アップガイドブック」を活用した・・・80～90％ 3 規則正しい生活習慣を意識している・・・80～90％

2 「元気アップガイドブック」を活用した・・・70～80％ 2 規則正しい生活習慣を意識している・・・70～80％

1 「元気アップガイドブック」を活用した・・・70％未満 1 規則正しい生活習慣を意識している・・・70％未満

4 心のもち方を指導し、教師から声をかけた・・・90％以上 4 困ったときに相談できる・・・90％以上

3 心のもち方を指導し、教師から声をかけた・・・80～90％ 3 困ったときに相談できる・・・80～90％

2 心のもち方を指導し、教師から声をかけた・・・70～80％ 2 困ったときに相談できる・・・70～80％

1 心のもち方を指導し、教師から声をかけた・・・70％未満 1 困ったときに相談できる・・・70％未満

4 児童が主体的に活動する場を設定した・・・90％以上 4 学級や行事で自分で考えて行動できた・・・90％以上

3 児童が主体的に活動する場を設定した・・・80～90％ 3 学級や行事で自分で考えて行動できた・・・80～90％

2 児童が主体的に活動する場を設定した・・・70～80％ 2 学級や行事で自分で考えて行動できた・・・70～80％

1 児童が主体的に活動する場を設定した・・・70％未満 1 学級や行事で自分で考えて行動できた・・・70％未満

4 児童同士が認め合う活動に取り組んだ・・・90％以上 4 児童のよさを理解している・・・90％以上

3 児童同士が認め合う活動に取り組んだ・・・80～90％ 3 児童のよさを理解している・・・80～90％

2 児童同士が認め合う活動に取り組んだ・・・70～80％ 2 児童のよさを理解している・・・70～80％

1 児童同士が認め合う活動に取り組んだ・・・70％未満 1 児童のよさを理解している・・・70％未満

4 望ましい集団作りを図る取組を行った・・・90％以上 4 学校生活が楽しいと感じている・・・90％以上

3 望ましい集団作りを図る取組を行った・・・80～90％ 3 学校生活が楽しいと感じている・・・80～90％

2 望ましい集団作りを図る取組を行った・・・70～80％ 2 学校生活が楽しいと感じている・・・70～80％

1 望ましい集団作りを図る取組を行った・・・70％未満 1 学校生活が楽しいと感じている・・・70％未満

今後の方向性

令和４年度 昭島市立共成小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）中間報告

体力テストの結果を分析しなが
ら、体力向上に必要な手立て
を講じていく。

児童が自分の学びを実感でき
る視点を与えていく。校内研究
や研修を通して教師間でその
方法を改善していく。

教員誰もがICT機器を有効に活用
できるように、校内での授業公開や
研修会を実施していく。個別最適
化された学習機会を保障していく。

児童の考えを可視化して考え
を深め合う学習につながげた
い。自信と学び合う喜びを与え
ていく。

学校だけではなく、家庭・地域
ぐるみで「あいさつ」を通して、
安心・安全な環境づくりをして
いきたい。

ふれ合い月間における学校全
体での相手への温かい言葉か
けなどの取組を続けていく。

SCやSSWを積極的に活用し、
児童が相談できる大人を増や
し、いつでも相談できる学校を
目指す。

運動が楽しいと感じる児童が増えている。しかし、
体力テストの結果から、児童の運動体力面の課題
が数多く明らかになっている。

取組の進捗状況

学習過程の中に「振り返り」を位置づけることはほ
ぼ全ての教師ができている。しかし、単元や授業
ごとにねらいに即した視点を示すことができていな
い。

学校全体の財産として、タブレットなどの機器やコ
ンテンツ活用方法のストックは確実に増えており、
児童も主体的に学習に活かしている。個の教員や
学年によりスキルや頻度に差がある実態もある。

児童の思いや考えを伝え合う場面は日常的に設
定しているが、積極的に伝え合いたいという意欲
を高めるまでには至っていない。思考ツールの活
用方法の工夫も必要である。

互いを認め合う活動は、教師は意識して行っている。し
かし具体的な自分の良さを述べられる児童が少ない。
「自分のことを好き」という児童は多いが、「良さ」となると
61％と予想以上に低い結果であった。

１学期のQU実施を行い、夏には担任がその結果
を分析した。また専門家からの指導をいただき、学
級経営に生かしている。児童が楽しいと感じる環
境づくりを目指している。

学級での活用はもとより、家庭
にも呼びかけながら、よりよい
生活習慣を実践する態度を身
に付けさせていく。

児童小さな変化にも気付けるよ
うに教員の感性を磨くとともに、
複数の目で児童を見ていく組
織の体制と意識を作っていく。

実行委員中心に主体的に全校
を動かす活動を継続していく。
また、それらを次の学年や下級
生のモデルとしていく。

児童一人一人に自分の良さを
実感させる取り組みや指導を
検討し、実践していく。自己肯
定感を高めさせていく。

今後２回目のQUを実施し、各
担任の取り組みを検証してい
く。また、学校全体での組織的
な取り組みも検討していく。

3

全ての児童が、困った
ときに相談でき、安心
して生活できるよう、心
の安定を図る。

SOSの出し方や心のも
ち方についての学習を
継続し、相談できる体
制・人間関係をつくる。

4

グッドモーニング６０分の取組を通じて、生活習慣
の実態を把握し、指導に役立てることができた。一
方「元気アップガイドブック」の活用が不十分で
あった。

教員が心の指導の取り組むことで児童が他者のために
なる言動をしようとする気持ちが高まった。また、学校外
の機関の相談窓口を家庭配布したり、ホームページに
掲載することで、さらに相談の窓口を広げた。

　行事の実行委員会を通じて児童が主体的に活動し
た。運動会では実行委員を中心に企画や練習を行い、
全校での表現「コネッタ」を踊ることができた。主体的に
全校を動かした実行委員には、大きな自信につながっ
た。

3

児童同士が協働し認
め合う場を意図的に設
定し、自己肯定感・自
己有用感を育む。

「ありがとう」をキーワー
ドに、児童が相互に承
認する活動に取り組
む。

3 1

輝
く
未
来

集団の中で、自分ので
きることを自己判断・自
己決定し、行動する力
を育む。

特別活動の充実を図
り、児童が主体的・自
主的に活動できる場を
設定する。

4
多くの人と、かかわり合
い、学び合い、認め合
いのある温かな集団の
中で、児童が自己のよ
さを実感し、自信を
もって、自分らしさを発
揮できる教育活動を推
進する。

児童が、安心して「自
分らしさ」を発揮できる
望ましい集団作りを目
指す。

年２回のQUを活用し、
学級や児童個々の状
況に応じた指導を展開
する。

3

2

健康の保持・増進につ
いての理解を深め、望
ましい生活習慣に向け
実践的態度を育む。

「元気アップガイドブック」
の活用、「グッドモーニン
グ６０分」の取組により、児
童自身の意識化を図る。

1 2

健
や
か
な
体

児童が自分の心と体
の健康に関心をもち、
健康の保持・増進に関
する意識を高め、よりよ
い生活習慣や食事に
ついて考え実践する
態度を育む。

児童自身が体力向上
の成果を実感できるよ
う、組織的・継続的に
指導する。

体力向上週間や授業
で児童の課題に沿っ
た運動に取組み、体
力調査結果を上げる。

2 3

「いじめ問題」はいつ
でも誰にも発生し得る
と認識し、未然防止と
早期対応に努める。

児童のサインをキャッ
チし、情報共有の日常
化を図り、組織的対応
を行う。

4 3

生活指導上の課題は、早い段階で対応し、学年間や全
校で情報を共有しながら早期に解決するようにしてい
る。高学年で「命の教室」を実施し、命の大切さについて
児童が深く学ぶ機会をもてたのは大変価値があった。

特別活動を通して、他
者理解・自己理解を深
める活動を展開する。

4 4

自他を大切にする気
持ちを言葉で伝え合う
場面を作り、互いに尊
重し合う態度を育む。

６年生が自主的に朝の挨拶運動をするなど、積極
的に挨拶する児童が増えている。また、PTAによる
挨拶運動も今年から復活し、保護者の方々にもご
協力いただいている。

朝の会や学級活動など様々な場面で「やさしい言
葉」について継続的に指導できている。また、運動
会等行事の実行委員会やい学年での活動を実施
し、幅広く他者を理解する機会が増えている。

豊
か
な
心

児童が安全に、安心し
て通うことができる、保
護者が安心して通わ
せることができる信頼さ
れる学校づくりを推進
する。

自然にすすんで「あい
さつ」「返事」「アイコン
タクト」ができるような取
組を毎学期行う。

4 4

2

児童が自分の思いや
考えを言葉で表現し、
すすんで伝え合う態度
を育む。

3

タブレットなどICTを効
果的・効率的に活用
し、個に応じた指導を
充実させる。

3 4

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

児童が自ら考え、活躍
することができ、「分か
る」「できる」を言葉で
表すことができるよう、
学習過程の改善を図
る。

すべての児童が活躍
できる、「分かった」「で
きた」喜びを実感でき
る授業をつくる。

「振り返り」の視点を示
して、時間を確保し、
児童が変容を実感で
きる授業を展開する。

2

思考ツールの活用に
より、考えをもたせ、伝
え合う場を日常的に設
定する。

4

学校教育目標
○ 助け合う子
◎ 考える子【重点目標】
○ きたえる子

ビジョン

○児童が、「学びがい」「やさしさ」「元気」を感じる学校　○児童が、「自分らしさ」を発揮し、力強く前に進む学校

○すすんで学び、自分を高めようとする子ども　○自他を大切にし、共に伸びようとする子ども　○心と体に関心をもち、たくましく生きようとする子ども　○自分のよさを自覚し、自己決定ができる子ども

○温かな教育をする教師　○子どもを第一に考えて思考する教師　○共成小の教育に貢献する教師　○マネジメントできる教師


